
in CHIKUGO

パパ！ママ！キッズも

！集まれ

第18回  健康21世紀福岡県大会

11 12

健康UPブース Health UP Booth

参加者数参加者数

参加者数 参加者数

福岡県保健医療介護部 医療指導課

合計：122人 

　福岡県医療指導課では、身近な人が急に倒れたときや街中で意識
を失った人に遭遇したときに、救急車が到着するまでの間、落ち着い
て適切な行動ができるよう、筑後市消防本部の方を講師に胸骨圧迫
の手法やAED（自動体外式除細動器）の操作等を来場者の方に実際
に体験していただく、「心肺蘇生法及びAED体験コーナー」を設置しま
した。 
　子どもからお年寄りまで、多くの方に、緊急時の救命措置の手順や
手法だけでなく、その重要性について知っていただく貴重な機会となり
ました。 
　急変した傷病者の救命及び社会復帰には、発見された方が、適切
な救命措置を行っていただくことが大変重要です。県では、心肺蘇生
法、AEDの使い方等について、引き続き、普及啓発に取り組んでまいり
ます。

一般社団法人 福岡県臨床衛生検査技師会 

合計：403人

　福岡県臨床衛生検査技師会として、頸動脈を超音波で観察する
ブースを設置いたしました。機器2台を配置し検査に当たりましたが、
非常に好評で、開始から終了まで途切れることがありませんでした。検
査時間は長くて5分ほどだったと思いますが、10脚の椅子が常に埋
まっており、立っての順番待ちの方も途切れませんでした。皆さん、実
際に血管が見えるとのことで、非常に興味を持たれていたと思います。
検査者が説明しながら実施することも高評価に繋がっており、皆様か
らのお礼の言葉が印象に残っています。

福岡県保健医療介護部（北筑後・南筑後）

合計：349人 

　福岡県では、健康増進計画（いきいき健康ふくおか２１）に基づき、
県民の皆様の自主的健康づくりを支援しています。 
　健康づくりのきっかけにしていただけるよう健康クイズを行いました。
子どもから大人まで楽しく参加していただき、「朝ごはんの大切さ」「野
菜の摂取目安」「喫煙と肺の病気の関係」について知っていただく機
会となりました。 
　あわせて、県民の健康づくりを応援するための「ふくおか健康づくり
県民運動情報発信サイト」の紹介を行い、定期的な健（検）診受診や
生活習慣病重症化予防について啓発しました。 

公益社団法人 福岡県鍼灸マッサージ師会

合計：221人 

　当日は施術14名体制で、はり、マッサージなどの体験コーナーを行
いました。
　体験される方の体の調子や気になるところなどの問診を行い、いわ
ゆる普通の鍼は使わず貼るタイプで鍼でないタイプのものを使い、体
験者が服を脱がなくていいような取穴で対応しました。
　体験者は、考えていたより多くの方が訪れ、17：00の終了時間まで、 
221名が参加されました。
　概ね、反応は良好で、「体が楽になった」と多くの方が笑顔で帰って
行かれました。
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